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磁場閉じ込めプラズマ中の揺動の時空間構

造を解明するため、高時間分解能での多点同時

計測が要求とされている。ヘリオトロンJ装置で

は電子密度揺動計測の手法の一つとして、Ka

バンドマイクロ波反射計を開発してきた。本研

究では、上記システムを2チャンネルマイクロ

波反射計システムへ拡張し、径方向2点での密

度揺動同時計測を目指している。 

 両反射計システム共に周波数変調方式を採

用しており、同一の伝送系・アンテナによりプ

ラズマへのO-mode入射を行っている。従来の反

射計[1]を反射計1、新たに構築した反射計を反

射計2と名付ける。反射計2の搬送周波数を

26.13GHz（対応カットオフ密度は0.851019 m-3）

に固定し、反射計1の搬送周波数は26.00-41.28 

GHz（対応カットオフ密度は0.84-2.121019 m-3）

の範囲で掃引可能となっている。 

 開発した反射計を用いて、線平均密度が en ≈

1.01019 m-3 ECHプラズマにおいて計測を行っ

た。反射計1の搬送周波数を26.10 GHz、26.30 

GHz、26.50 GHzとなるようステップ状掃引を行

い、反射計2は26.13GHzにて運用した。この時、

トムソン散乱計測の分付計測より、両反射計の

計測位置はρ ~ 0.7に相当している。反射計間の

距離Δrはそれぞれ、~0.1 mm、~1 mm、~2 mmで

ある。図1にパワースペクトルの一例を示す。

この時、磁気プローブ信号とのコヒーレンスは

低く、MHD不安定性に起因する巨視的な揺動は

観測されなかった。反射計信号間のコヒーレン

スを算出したところ、観測2点間距離を近づけ

る程、広帯域にわたりコヒーレンスが大きくな

ることが分かった（図2）。これより、微視的

な相関長を有する、広帯域の乱流揺動の計測に

成功したと考えられる。 

 
図1. 反射計信号のパワースペクトル 

 
図2.反射計2信号間のコヒーレンス 
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